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1．は じめ に

学校教育に お け る 自然体験活動 の 効果と課題

　　
一
兵庫県 『自然学校』で の 実践事例 に つ い て

一

〇畑　裕介 （大阪教育大学），畦 　浩二 （大坂教育大学）

キーワ ード こ生 き る力 ， 自然体験 活動 ， 自然学校

　新小学校学習指導要領 で は 「生 きるカ」 と し て

「確か な学力 」，
「豊 かな心」，

「健 や かな体」を バ ラ ン

ス よ く育む こ と が教育理 念に掲 げられ ，ボ ラ ン テ

ィ ア 活動 や 自然体験活動 の 必要性 が述 べ られ て い

る。それに合わせ
』
て ，平成 20 年 7 月 1 日に 閣議決

定 され た教育振興 基本 計画 にお い て 「小学校 で 自

然体験 ・集 団宿泊体験を全国の 児童が
一

定期間実

施 で きる よ うに 目指す 」 とされ ，文部科学省 は宿

泊体験活 動 の 学校教育 へ の 導入 に力を入れ て い る。

　本研究は昭称 63 年度 よ り開始 され て 以来 ，約 20

年 の 歴史を持ち，兵庫県 の 小学 5 年生全員を対 象

に実施 して い る 自然体験活動 『自然学校』を事例

に ， 自然体験活 動が 参加 児童 の 「生 き る 力」 に 与

え る効果 と課題 を明 らか にす る こ とを 目的と した。

皿 ．研究方法

●研 究対象 ：

皿 ．結果

  猟 R 調査

　 『自然学校』実施 後 ，
IKR調査 で の 得点値は 2

つ の 対象学校 とも有意に 高く な っ た （表 1 ）。ま た ，

「心理的社会的能力 1，「徳育的能力 」，「身体的能

力」 の 3 っ の 上位指標を比較する と，W 小学校で

は 「心理的社会的能力 」 が有意に高ま っ たが ，0

小学校 ・S 小 学校 で は 3 つ の 上位指標すべ て が有

意に高 くな っ た 。

表1．舊KR 得点傭の 鯛査結果

プ レ調査 ポ ス ト調査 罐

W 小学 校（解 64） 4．555 4．6850 ．023 が

O 小 学校・S小 学校（n＝58） 4．216 4．4480 ，000D脚

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （＊ ：ρ＜005 　＊＊：ρ＜O．Ol ＞

  理 科学習プ ロ グラ ム 達成度調査

　W 小学校で 実施 した理 科学習プ ロ グ ラ ム 『夜空

を見上げる と』の 実施 前後で ，星座 名の 知識度 と

夏 の 大三 角 の 理解度を比較する と，両者は ともに

対 象 学 校 神 戸市 立 W 小学 校
篠山市立O 小 学校・

　　 S 小学校

有意 に高 くな っ た （表 2 ）。

表2．理 科学習プログラム逢成壌調査結果 （W 小学校 n ＝ 64）
対象学奪 5 年 生 （64 名） 5 年 生 （58 名 ）

プレ調査 ポス ト調査 讙
活 動 日

2010年 6 月 8 日〜

12 臼

2010年 6 月 21 日〜

25 日
星 座名 （正 解数） マ2469 14ρ47O ．O田 げ

＊

活動場所 兵庫県東鉢伏高 原 兵庫 県佐 津海 岸 夏の 大 三 角（正 解者） 15 26 0．OO17＊累

● 方法 ： 『自然学 校』の 実施前後 で，以下 の 2 っ の

　ア ン ケ
ー

ト調査   ，  を行 っ た 。

  IKR調 査 ：IKR評 定用紙簡易版 （橘 直隆 2003）

　を用 い て ， 『自然学校』の 「生 きる力」に与 える

　効果を検証 する。質問項 目は 28項 目あ り，14

　項 目の 下位指標 ，
3 つ の 上位指標で構成 され る a

  理科学習プ ロ グ ラ ム 達成度調 査 ： 『自然学校』で

　実施 され た本プ P グラ ム の 学習効果 を検証す る。

●分析 ：調査   は 6段 階回答を点数化 し，また調査

　  は 正 解数 を求め ，それ ぞれ t検定を行 っ た。

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 （＊＊：ρく0．Ol）

IV．考察

　今回 の 『自然学校』は ， 参加児童 の 「生き る力」

の 向上 に効果が あ っ た 。 しか し，実施 する プ ロ グ

ラム の 内容や学校聞に よ っ てそ の 効果に違 い が認

め られた．こ の こ とか ら，参加 児童 の 体験活動の

実態を踏まえた プ ロ グ ラ ム を構 成 し て い く必要 が

あ る。さ らに 「確か な学力 」を育成す る た め に ，自

然体験活動 の 中に児童が 「学校知亅を確認 した り，

活 用 した りす る場 を設定す る こ とが求め られ る。
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